
年
金
相
談
が
 

　
開
催
さ
れ
ま
す
 

7
月
は
国
民
年
金
保
険
料
 

 
 
 
免
除
・
猶
予
申
請
の
更
新
時
期
で
す
 

 
　
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

ま
ず
ご
相
談
を

 　
国
民
年
金
は
、
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る

制
度
で
、
保
険
料
の
納
付
を
続
け
る

こ
と
に
よ
り
、
高
齢
に
な
っ
た
と
き

の
老
齢
基
礎
年
金
や
、
も
し
も
の
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。
 

　
し
か
し
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
免
除
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
（
平
成
二
十
年

度
の
保
険
料
は
、
月
額
一
万
四
千
四

百
十
円
）
 

　
免
除
に
は
、
全
額
が
免
除
さ
れ
る

「
全
額
免
除
」
と
、
一
部
が
免
除
さ

れ
る
「
四
分
の
三
免
除
」
、
「
半
額

免
除
」、
「
四
分
の
一
免
除
」
が
あ
り
、

三
十
歳
未
満
の
方
に
は
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
 

 【
申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
の
要
件
】
 

◆
前
年
の
所
得
が
少
な
い
方
 

◆
失
業
、
倒
産
、
事
業
の
廃
止
な
ど

　
が
あ
っ
た
方
 

◆
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

　
前
年
の
所
得
が
百
二
十
五
万
円
以

　
下
の
方
 

◆
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以

　
外
の
扶
助
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
 

◆
特
別
障
害
給
付
金
を
受
け
て
お
ら

　
れ
る
方
 

 【
免
除
期
間
の
扱
い
】
 

　
免
除
承
認
期
間
は
、
受
給
資
格
期

間
と
し
て
計
算
さ
れ
、
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
に
は
、
左
下
の
図
の
よ

う
に
、
免
除
の
割
合
に
よ
り
受
け
取

る
年
金
額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
年
金
の
受
給
前
で
あ
れ

ば
、
十
年
前
ま
で
遡
っ
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

（
三
年
目
以
降
の
追
納
に
つ
い
て
は
、

当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
金
額
が
加

算
さ
れ
ま
す
）
 

【
免
除
承
認
期
間
】
 

　
免
除
承
認
期
間
は
七
月
か
ら
翌
年

の
六
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。
 

　
引
き
続
き
七
月
か
ら
免
除
の
承
認

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
ま
た
は
新
た

に
免
除
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。
 

　
た
だ
し
、
保
険
料
の
全
額
免
除
（
失

業
な
ど
の
場
合
を
除
く
）
の
承
認
を

受
け
て
い
た
方
で
、
申
請
時
に
継
続

申
請
の
希
望
を
さ
れ
た
場
合
は
、
翌

年
度
以
降
、
改
め
て
申
請
を
さ
れ
な

く
て
も
、
自
動
的
に
審
査
を
行
い
ま

す
。
 

 【
申
請
先
】
各
庁
舎
窓
口
セ
ン
タ
ー
 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
 

・
印
鑑
 

・
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
降

　
に
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
は
、
雇

　
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
雇
用
保

　
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
写
し
 

 問
い
合
わ
せ
 

　
市
民
生
活
部
保
険
・
医
療
課
 

　
　
　
（
滝
野
庁
舎
）
 

　
1
４
８
・
３
０
０
２
 

増額 

　
明
石
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
に

よ
る
年
金
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
 

日
　
時
　
七
月
二
十
九
日
（火）
 

　
　
　
　
十
時
三
〇
分
〜
十
五
時
三
〇
分
 

場
　
所
　
社
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

内
　
容
　
年
金
請
求
手
続
き
、加
入
・

　
　
　
　
納
付
期
間
の
確
認
、
年
金

　
　
　
　
特
別
便
相
談
な
ど
 

申
込
期
間
　
七
月
一
日
（火）
〜
十
八
日
（金）
 

申
込
方
法
　
電
話
で
住
所
、
氏
名
、
生

　
　
　
　
年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、

　
　
　
　
電
話
番
号
、
相
談
内
容
を

　
　
　
　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
 

　
市
民
生
活
部
保
険
・
医
療
課
 

　
　
（
滝
野
庁
舎
）
 

　
1
４
８
・
３
０
０
２
 

【所得基準】

※若年者納付猶予制度の所得基準は全額免除と同じ額です。 

免除の区分 

全 額 免 除  

４分の３免除 

半 額 免 除  

４分の１免除 

免除が適用される所得の上限額 

（扶養親族等の人数＋１）×３５万円＋２２万円 

７８万円＋扶養親族等控除額等＋社会保険料控除等 

１１８万円＋扶養親族等控除額等＋社会保険料控除等 

１５８万円＋扶養親族等控除額等＋社会保険料控除等 

免除後の保険料 

月々の保険料 

月々の保険料 

月々の保険料 

月々の保険料 

０円 

３，６００円 

７，２１０円 

１０，８１０円 

受
け
取
る
年
金
額

いずれの期間も受給資格期間に算入

３分の１
の年金

２分の１
の年金

３分の２
の年金

６分の５
の年金

全額の
の年金


